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当講習の目的

 ITガバナンスの全社的な改善に向けて、
GEIT（Governance of enterprise IT）を理解する

 全社的な改善に向けた、ガイドの活用方法を理解する
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本日お話する内容

 ITガバナンスとGEIT
 GEIT改善について

活用できるフレームワークやガイド
活用シミュレーション
～ Getting Started With GEIT に沿った COBIT5 Product Familyの活用～

特に考慮すべきポイント
 COBIT 5 概要
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ITガバナンスとGEIT
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「ガバナンス」
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ガバナンスが効いてない！

…内部統制がとれていない？
…リスク管理できていない？
…？？？



ＩＴガバナンスの定義を確認
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事業体の目標を達成するために、ITの効果的・効率的
な利用を確立するプロセス。IT需要・導入面のガバナ
ンスは事業部門の経営幹部に、IT供給面のガバナンス
はＣＩＯに主な責任がある※２

ステイクホルダーのニーズや、条件、選択肢を評価し、優先順
位の設定と意思決定によって方向性を定め、合意した方向性と
目標に沿ってパフォーマンスや準拠性をモニターすることで、
事業体の目標がバランスを取って、合意の上で決定され、達成
されることを確保するものである※３

出所
*１: JIS Q 38500:2015
*２: Gartner IT Glossary より抜粋・和訳
*３: COBIT5 Framework
*４: 監査役に期待されるITガバナンスの実践

組織の ITの現在及び将来の利用を指示し，管理するシ
ステム。ITガバナンスは，組織を支援するために ITの
利用を評価すること及び指示すること，並びに計画を
遂行するためにこの IT利用をモニタすることに関係す
る。これには組織における ITの利用に関する戦略及び
方針を含む※１

コーポレート・ガバナンスの一側面であって、企業価値の向上を目指しつつ企業の社会的責
任を果たし、かつ事業継続と業務の有効性及び効率性を達成するために、IT の戦略的利活用
とそれに伴うリスクに対して、全社的に対処するための取締役の職能と責任の明確化、及び
それを独立した立場から監視・検証する監査役の職能と責任を通じて、企業グループ全体と
しての IT 利活用の適切な推進と IT利活用をめぐるリスク対処を効果的にするための仕組み
ないしは活動をいう※４

ＩＴ利活用の効果・リスク・資源
配分を、組織全体で最適化する

仕組みや活動



GEITとは
～COBIT 5 におけるＩＴガバナンス～

Governance of enterprise IT
（GEIT：ガイトと発音）
事業体ITガバナンス
～経営トップの全社的な視点～
ＩＴが経営の中心的な役割に

• 事業体の全部門、全プロセスをカバー
• コーポレートガバナンスの一部
• 利害関係者への説明を強く意識
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説明

株主顧客
取引先 従業員当局 社会

利害関係者



GEITとは
GEITの最終的な効果

 より良いGEITの最終的な効果（ベネ
フィット）には、短期的にはコスト削
減、長期的にはITリスク管理の改善、
ビジネスとＩＴ間の関係強化、ビジネ
ス競争力向上がある。

 GEITはビジネス目標とＩＴの強い整
合性を確保する。

 多くの組織は、ITリスク管理だけでな
く、ビジネスとＩＴ間の関係やコミュ
ニケーションが改善している。

事業とITの
関係強化

事業競争力
向上

ITリスク
最適化
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出所：getting-started-with-geit（参考訳）

ITコスト
最適化



最近の流れ
攻めと守りの統合
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出所
*１: 平成29事務年度金融行政方針 http://www.fsa.go.jp/news/29/20171110.html
*２: 日経コンピュータ導火線はIoT、IT部門は攻めと守りの統合へ http://itpro.nikkeibp.co.jp/atcl/column/17/102500442/102500001/

攻めのITを担う「第2のIT部門」と従来のIT部
門を統合する。全社の事業をデジタル化する
うえで最適なIT部門の姿は「攻守統合」だ。

ITと経営戦略を連携させ、企業価値の創出
を実現するための仕組みである「ITガバナ
ンス」が適切に機能することが金融機関に
とって重要であると考えられる。



COBITの変遷
監査・コントロールからガバナンスへ
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出所: 日本ITガバナンス協会HP COBIT紹介 http://www.itgi.jp/cobit/index.html



GEITとは
７つのイネーブラー（実現要因）

 GEITには７つのイ
ネーブラー（実現
要因）がある。こ
れらイネーブラー
は相互に関連して
いる。

 プロセス以外にも
様々なイネーブ
ラーを考慮すべき。

出所: COBIT 5 Framework
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COBIT5 Framework
達成目標カスケードとマッピング資料
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ステークホルダー（利害関係者）のニーズ
を、GEITの実現要因（イネーブラー）へ展

開（カスケード）する



GEITは既にある

 ほとんどの事業体では、たとえ現状それを認識していないとし
ても、実現しているGEIT 構造やプロセスがないわけではない。

 すべての業界と事業体には特定のニーズ、別個の文化、異なる
ガバナンスレベルがある。「ここにあるGEITは何か？」を事業
体自身の視点や業界・地域的背景に基づいてブレインストーミ
ングすることが、GEIT改善のための第1歩となる。

出所:
COBIT 5 Implementation および getting-started-with-geit（参考訳）
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GEIT改善に向けて
活用できるフレームワークやガイド
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GEIT改善に活用できるガイド

 COBIT5 Product familyをはじめ、多くのガイドが存在する

分類 名称 発行元
実践手法 COBIT 5 Enabling Processes ISACA

COBIT 5 Enabling Information ISACA
ITIL v3 2011 TSO（OGC）
PMBoK 6th Edition PMI
TOGAF 9.1 Open Group

導入方法 COBIT 5 Implementation Guide ISACA
Getting Started With GEIT ISACA
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各ガイドのカバー範囲

評価、方向付けおよびモニタリング（EDM）

整合、計画および組織化（APO）

構築、調達および導入（BAI）

提供、サービスおよびサポート（DSS）

モニタリング、
評価および
アセスメント
（MEA）

PRINCE2 / PMBOK

TOGAF

CMMI 

ISO/IEC 38500

ISO/IEC 31000
ISO/IEC 27000

ITIL V3 2011 および
ISO/IEC20000

出所: COBIT 5 Framework
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COBIT 5 Product Family
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Getting Started With GEIT
について

 2016年発行。GEIT実装の入門書
 無償（会員のみ）
 GEIT実装ステップとGEITの最終的な
効果を例示し、経営陣からの同意を
得ることができるようにするととも
に、実現に向けた枠組みを提供する。

 COBIT 5 と関連しているものの、
COBIT 5 の使用を前提条件としてい
ない。
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出所：getting-started-with-geit（参考訳）

http://www.isaca.org/knowledge-
center/research/researchdeliverables/
pages/getting-started-with-geit.aspx



Getting Started With GEIT
アプローチ（進め方）

GEITとは
何か？

全体プログ
ラム立上げ

GEIT施策
の策定

GEIT施策
の実行

施策評価
と継続的
改善

19

出所：getting-started-with-geitを基に作成、参考訳



GEIT改善に向けて
活用シミュレーション
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活用シミュレーション
留意点

 Getting Started With GEIT を参考にシミュレーション
 アプローチ詳細は、発表者の裁量で具体化／改造している

 効果の実現、リソース最適化を中心とした価値創出のシ
ミュレーション

 日本語訳は正式なものではなく、参考訳
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活用シミュレーション
シナリオ

 あなたは旅行業を営むＡ社のＣＩＯです。
 近頃、ＣＥＯ・経営企画部が「デジタルマーケティング」御旗
の元で、様々なＩＴ投資（プロジェクト）を積極的に推進して
います。あなたもそこに関与しています。

 一方で、ＩＴ部門からは「リリース後の詳細が充分に検討され
ていない」「効果が出ていない」との声が挙がり、あなたはそ
れが事実であることを認識しています。
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ＭＡ、ＣＲＭ導入！
ＢＩ導入、ＤＷＨ構築！
モバイルアプリ開発！

運用検討が不十分！
効果が出ていない！
独り歩きしている！



活用シミュレーション
GEITとは何か？

GEITとは何
か？

全体プログラム
の立上げ

GEIT施策の
策定

GEIT施策の
実行

施策評価と
継続的改善

 GEIT改善による最終
的な効果（組織へア
ピールするもの）の
検討。

 影響を受ける領域・
利害関係者の賛同を
得る。

 背景（悩み・きっか
け）、解決課題や改
善機会をビジネス
ケース上で明確にす
る。

 活用する実践手法ガ
イドを選択する。

 計画フェーズの承認
に向けて企画書を最
終化する

 GEITの現状と望まし
い状態を把握し、
GAP分析と具体的な
施策候補の洗い出し
を行う。

 効果、コスト、リス
ク概算から施策候補
の優先順位を付ける。

 優先度の高い施策を
イネーブラー達成目
標へ展開し、スコー
プ、コスト、スケ
ジュール等を検討し
て計画を最終化する。

 各施策を実行・管理
する

 抵抗に関するキー
パーソンを識別し、
課題を議論し、解決
策を検討・実行する

 状況に応じた計画の
見直しを行う

 GEIT施策の成果を、
評価する。「改善し
た点」「次のステッ
プ」を明確にする

 全体レビューミー
ティングや、利害関
係者のニーズ変化を
捉えるためのインタ
ビューを予定する

 全体プログラムを更
新する
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出所：getting-started-with-geitを基に作成、参考訳



活用シミュレーション

改善アピールポイント検討
24

「ＩＴ投資が独り歩きしている」と
言われているが…
→そもそも経営陣が当社として達成
したいことは何なのだろうか？
COBIT 5 にヒントはないか？

GEITとは何
か？

出所：COBIT 5 Framework



活用シミュレーション
改善効果のアピール

 メモでCEOへGEIT改善の効果をアピールしました。
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GEITとは何
か？

CEO向け相談メモ（全社的ＩＴガバナンス改善について）

「デジタルマーケティング」投資に見られるように、弊社は新しい情報技
術へ積極的に投資し、事業部門がそれを有効活用することで事業拡大を
図っています。
この傾向を勘案すると、ＩＴガバナンス（GEIT）を全社的に改善すること
による効果は大きいと考えられます。
（例）

 マーケティング戦略とＩＴ投
資の整合

 QCDSを遵守し、効果を出すＩ
Ｔプロジェクトの提供

 新技術を利用した事業改革・
拡大の成功

 外部からみた弊社への投資価
値の向上

想定効果ＩＴガバナンス改善目標



活用シミュレーション
ビジネスケース（企画書）案を
用いた調整

 企画書案を挟んで他の経営陣と相談します。GEITへ
の期待を明確化し、アピールポイントとして盛り込
むことで賛同を得ます。
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GEITとは何
か？

GEIT改善プログラム 企画書（案）

• エグゼクティブサマリー
• 背景
• 事業における課題
• 効果（解決する課題と改善機会）

• 対応方針
• 進め方

• 費用対効果
• リスク
• 関係者一覧
• 成功に向けたポイント



COBIT 5 Implementation
サンプルビジネスケース
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出所：COBIT 5 Implementation



活用シミュレーション
全体プログラムの立上げ

GEITとは何
か？

全体プログラム
の立上げ

GEIT施策の
策定

GEIT施策の
実行

評価と
継続的改善

 GEIT改善による最終
的な効果（組織へア
ピールするもの）の
検討。

 影響を受ける領域・
利害関係者の賛同を
得る。

 背景（悩み・きっか
け）、解決課題や改
善機会を企画書上で
明確にする。

 活用する実践手法ガ
イドを選択する。

 計画フェーズの承認
に向けて企画書を最
終化する

 GEITの現状と望まし
い状態を把握し、
GAP分析と具体的な
施策候補の洗い出し
を行う。

 効果、コスト、リス
ク概算から施策候補
の優先順位を付ける。

 優先度の高い施策を
イネーブラー達成目
標へ展開し、スコー
プ、コスト、スケ
ジュール等を検討し
て計画を最終化する。

 各施策を実行・管理
する

 抵抗に関するキー
パーソンを識別し、
課題を議論し、解決
策を検討・実行する

 状況に応じた計画の
見直しを行う

 GEIT施策の成果を、
評価する。「改善し
た点」「次のステッ
プ」を明確にする

 全体レビューミー
ティングや、利害関
係者のニーズ変化を
捉えるためのインタ
ビューを予定する

 全体プログラム（全
体計画）を更新する

28

出所：getting-started-with-geitを基に作成、参考訳



活用シミュレーション
解決する課題と改善機会の明確化

 「悩み」「きっかけ」から「GEIT改善ニーズ」を
改めて整理し、解決する課題や改善機会を明確化
します。
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全体プログラム
の立上げ

悩み
 デジタル施策の失敗が

続いている。構築後の
効果がいまひとつ出て
いない

GEIT改善ニーズ

 デジタルマーケティン
グ施策の効果を向上さ
せたい

 今後のデジタル化施策
をより成功（確率向上、
成果最大化）させたい

解決課題、改善機会

① より適切適時なマーケティ
ングの意思決定を可能とす
る経営レポート

② デジタル戦略とＩＴ投資判
断の整合

③ 計画を遵守し、効果を出す
ＩＴプロジェクトの提供

きっかけ
 マーケティング以外に

も、業務改革(RPA導入)
がデジタル化戦略に盛
り込まれた



活用シミュレーション
使用するフレームワークの選択

 解決課題と改善機会を勘案し、COBIT 5 Product family
をフレームワークとして使用することにしました。
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全体プログラム
の立上げ

解決課題、改善機会
① より適切適時なマーケティング

の意思決定を可能とする経営レ
ポート

② デジタル戦略とＩＴ投資判断の
整合

③ 計画を遵守し、効果を出すＩＴ
プロジェクトの提供

COSO

COBIT5

ITIL

PMBoK

TOGAF

CMMI

Enabling Processes

Enabling Information

Other Related Docs



GEIT改善プログラム 企画書

• エグゼクティブサマリー
• 背景
• 事業における課題
• 効果（解決する課題と改善機会）

• 対応方針
• 進め方

• 推進体制
• 費用対効果
• リスク
• 関係者一覧
• 成功に向けたポイント

活用シミュレーション
事務局編成と企画書の最終化

 計画フェーズの経営承認に向けて企画書を最終化し
ます。

 また、GEIT改善事務局を編成するため各部門と人員
の調整を行います。
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全体プログラム
の立上げ

承認頂きたい内容
計画フェーズ

• 推進体制
• コスト



活用シミュレーション
GEIT施策の策定

GEITとは何
か？

全体プログラム
の立上げ

GEIT施策の
策定

GEIT施策の
実行

評価と
継続的改善

 GEIT改善による最終
的な効果（組織へア
ピールするもの）の
検討。

 影響を受ける領域・
利害関係者の賛同を
得る。

 背景（悩み・きっか
け）、解決課題や改
善機会をビジネス
ケース上で明確にす
る。

 活用する実践手法ガ
イドを選択する。

 計画フェーズの承認
に向けて企画書を最
終化する

 GEITの現状と望まし
い状態を把握し、
GAP分析と具体的な
施策候補の洗い出し
を行う。

 効果、コスト、リス
ク概算から施策候補
の優先順位を付ける。

 優先度の高い施策を
イネーブラー達成目
標へ展開し、スコー
プ、コスト、スケ
ジュール等を検討し
て計画を最終化する。

 各施策を実行・管理
する

 抵抗に関するキー
パーソンを識別し、
課題を議論し、解決
策を検討・実行する

 状況に応じた計画の
見直しを行う

 GEIT施策の成果を、
評価する。「改善し
た点」「次のステッ
プ」を明確にする

 全体レビューミー
ティングや、利害関
係者のニーズ変化を
捉えるためのインタ
ビューを予定する

 全体プログラムを更
新する
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出所：getting-started-with-geitを基に作成、参考訳



GEIT改善全体計画（構成案）

活用シミュレーション
GEIT改善計画の策定開始

 事務局として経営企画部やシステム部門メンバーを
従え、GEIT改善計画の策定を開始します。

 段階的に成果を得るために、全体計画とサブ計画の
構成とすることを検討します。
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GEIT施策の
策定

企画プロセス改善計画
• 目的
• スコープ
• スケジュール
• コスト
• 役割体制
• 要員、物的資源

• コミュニケーション
• 品質マネジメント
• 調達マネジメント
• リスク

経営レポート
改善計画構築プロセス

改善計画

• 目的と効果（解決課題と改善機会）

• 全体スコープ
• ロードマップ
• コスト
• 体制

• ステークホルダー
• リスク
• マネジメント全体方針



活用シミュレーション
利害関係者インタビュー

 現状と望ましい状態について、利害関係者へインタ
ビューを行います
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GEIT施策の
策定

①より適切適時な
マーケティングの
意思決定を可能と
する経営レポート

現状認識 望ましい状態

 ブログやＳＮＳ、カスタマーセンターにお
ける会話を分析対象に含めたい（マーケ
ティングチーム）

 ＡＩを用いた顧客感情分析を活用できない
のか（マーケティングチーム）

 ＢＩシステム管理専従チームを立ち上げ、
各データに求められる鮮度や正確性、管理
レベルを適時に詳細に調整することで、
マーケティングチームの分析作業がより効
果的に行える（ＩＴ部門）

 ＤＷＨのデータが古い、誤っている場合が
ある（マーケティングチーム）

 経営会議の度に抽出を依頼されるデータが
ある（ＩＴ部門）

 他社では感情分析ソリューションを用いて
いると聞いた。弊社ではできていない
（マーケティングチーム）

 マーケティング施策はＫＰＩが上手く設定
できていない（経営企画）

②デジタル戦略とＩ
Ｔ投資判断の整合 ・・・・・・

③ＩＴプロジェクト ・・・・・・



Ｓ
（強み）

O
（機会）

W
（弱み）

T
（脅威）

活用シミュレーション
SWOT分析

 さらに、自社分析（SWOT：強み、弱み、機会、脅
威）を行います。
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GEIT施策の
策定

内部

外部

良い点 悪い点
 若者（～３０代）シェアは国内Ｎｏ１であり、デ

ジタルマーケティングの主たる対象となる既存顧
客を多く抱えている。

 経営陣のデジタル投資への関心や意欲が高く、そ
れが組織全体でも醸成されているため、変化に対
する支持や支援を得やすい。

 国内は団塊の世代が本格的に退職する段階に入っ
てきており、退職後の旅行需要が見込まれている。

 Ａ社が進出しているアジア各国において、旅行市
場が拡大している。

 大手インターネット小売業等の異業種が旅行業に
参入し始めた。顧客のみならず、手数料の観点か
らホテルやツアー会社からも支持されている。

 国内旅行市場は縮小傾向。

 店頭販売の割合が高い。インターネットを介した
商品の相談・販売件数が伸び悩んでおり、ネット
専門の他社に劣っている。

 長年の追加改修により基幹システムが複雑化して
おり、ＩＴプロジェクトの生産性／俊敏性が低い。



活用シミュレーション
GAP分析

 インタビューやSWOT分析の結果から、GAP分析を
行い、具体施策の候補Ａ～Ｆを抽出しました。
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GEIT施策の
策定

A

B

C

D

E

F

インタ
ビュー

SWOT
分析

現状

望ましい
状態

GAP分析

IT投資効果の評価プロセス改善

基幹システム再構築

デジタルマーケ人材採用・育成

顧客情報マネジメント確立

ITプロジェクト企画・管理改善

海外ITマネジメントフレーム確立

具体施策の候補



活用シミュレーション
効果コスト見積りとスコープ決定

 どの施策を実行するか決定します。
 見積りにあたっては、効果やコスト・スケジュール
上のリスクも考慮します。
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GEIT施策の
策定

効果

A

B

C

D

E

F

IT投資効果の評価プロセス改善

基幹システム再構築
デジタルマーケ人材採用・育成

顧客情報マネジメント確立
ITプロジェクト企画・管理改善

海外ITマネジメントフレーム確立

確率

影響度

F

D
E

CB

A

中
高

高
中

低
高

小
中

中
小

中
極大

コスト リスク具体施策の候補



活用シミュレーション
全体計画書の最終化

 経営承認に向けて、全体計画とサブ計画を最終化します。
 全体計画には、次年度以降も継続的にGEIT改善検討を行う
ことを記載しました。（←経営陣の期待値コントロール）
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GEIT施策の
策定

GEIT改善全体計画

IT投資効果の評価プロセス改善計画
• 目的
• スコープ
• スケジュール
• コスト
• 役割体制
• 要員、物的資源

• コミュニケーション
• 品質マネジメント
• 調達マネジメント
• リスク 顧客情報マネジ

メント確立
計画

• 目的と効果

• 全体スコープ
• ロードマップ
• コスト

• 体制
• ステークホルダー
• リスク
• マネジメント全体方針

全体スコープ
• …
• GAP分析結果
• 各施策候補の評価結果
• スコープ外施策の取扱い

ロードマップ
• …
• 全体計画の更新方法／タ
イミング
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GEIT施策の
策定

活用シミュレーション
サブ計画書の最終化
IT投資効果の評価プロセス改善

施策
（≒IT達成目標）

IT投資効果の
評価プロセス改善

（ITと事業戦略の整合性）

EDM02 効果実現の確
保

APO02 戦略管理

APO05 ポートフォリ
オ管理

MEA01 成果と整合性のモニタ
リング、評価およびアセス

BAI02 要件定義の管理

業務ガイド
（≒プロセス）

ツール
（≒情報項目、インフラ、プロセス）

戦略
ロード
マップ

ROI
IT関連リ
スクプ
ロファ
イル

IT予算
と効果
の一覧

サービ
スポー
トフォ
リオ

DWH

会計達成目標マッピング
プロセス参
照ガイド



COBIT5 Enabling Processes
ガバナンスとマネジメントの
３７プロセス

40

評価、方向付け、モニター（EDM）

整合、計画
および組織化
（APO）

構築、調達および導入（BAI）

提供、サービス、
およびサポート

（DSS）

モニタリング、
評価およびアセ
スメント
（MEA）

EDM01 ガバナンス
フレームワークの設
定と維持の確保

EDM02 効果提供の
確保

EDM03 リスク最適
化の確保

EDM04 資源最適化
の確保

EDM05 ステークホ
ルダーから見た透明

性の確保

APO01 ITマネ
ジメントフレー
ムワークの管理

APO02 戦略管
理

APO03 エン
タープライズ
アーキテクチャ

管理

APO04 イノ
ベーション管理

APO05 ポート
フォリオ管理

APO06 予算と
コストの管理

APO07 人的資
源の管理

APO10 サプラ
イヤーの管理

APO11 品質管
理

APO12 リスク
管理

APO13 セキュ
リティ管理

APO08 関係管
理

APO09 サービ
スアグリーメン
トの管理

BAI01 プログ
ラムとプロジェ
クトの管理

BAI02 要件定
義の管理

BAI03 ソ
リューションの
特定と構築の管

理

BAI04 可用性
とキャパシティ

の管理

BAI05 組織の
変更実現性の管

理
BAI06 変更管

理
BAI07 変更受
入と移行の管理

BAI10 構成管
理

BAI08 知識管
理

BAI09 資産管
理

DSS01 オペレー
ション管理

DSS02 サービス
要求とインシデ
ントの管理

DSS03 問題管理 DSS04 継続性管
理

DSS05 セキュリ
ティサービスの

管理

DSS06 ビジネス
プロセスコント
ロールの管理

MEA01 成果と整合
性のモニタリング、
評価およびアセスメ

ント

MEA02 内部統制シ
ステムのモニタリン
グ、評価およびアセ

スメント

MEA03 外部要件へ
の準拠性のモニタリ
ング、評価およびア

セスメント

出典: COBIT5 Framework



COBIT5 Enabling Processes
プロセス参照モデル
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出典: COBIT5 Framework

インプットと
アウトプット

測定指標

RACIチャート
（役割表）
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GEIT施策の
策定

活用シミュレーション
サブ計画書の最終化
顧客情報マネジメント確立

施策
（≒IT達成目標）

顧客情報マネジメントの確立
（ビジネスプロセスの実現性とサポート、

信頼できる有用な情報の提供） BAI08 知識管理

DSS02 サービス要求
とインシデントの管

理

業務ガイド
（≒プロセス）

ツールと情報資産
（≒情報項目、インフラ）

組織・人材
（≒組織構造、スキル）

データ
アーキテ
クチャ

ビジネスプ
ロセスマッ

プ

問合
DB

保守
依頼

DWH

APO08 関係管理

RACI
チャート

アーキテク
チャの

ギャップ分
析

サポートする情報項目

職務分掌
規程

人事
施策

達成目標マッピング プロセス参
照ガイド



COBIT5 Enabling Information
IT達成目標をサポートする情報項目
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出典: COBIT5 Framework



活用シミュレーション
GEIT施策の実行

GEITとは何
か？

全体プログラム
の立上げ

GEIT施策の
策定

GEIT施策の
実行

評価と
継続的改善

 GEIT改善による最終
的な効果（組織へア
ピールするもの）の
検討。

 影響を受ける領域・
利害関係者の賛同を
得る。

 背景（悩み・きっか
け）、解決課題や改
善機会をビジネス
ケース上で明確にす
る。

 活用する実践手法ガ
イドを選択する。

 計画フェーズの承認
に向けて企画書を最
終化する

 GEITの現状と望まし
い状態を把握し、
GAP分析と具体的な
施策候補の洗い出し
を行う。

 効果、コスト、リス
ク概算から施策候補
の優先順位を付ける。

 優先度の高い施策を
イネーブラー達成目
標へ展開し、スコー
プ、コスト、スケ
ジュール等を検討し
て計画を最終化する。

 各施策を実行・管理
する

 抵抗に関するキー
パーソンを識別し、
課題を議論し、解決
策を検討・実行する

 状況に応じた計画の
見直しを行う

 GEIT施策の成果を、
評価する。「改善し
た点」「次のステッ
プ」を明確にする

 全体レビューミー
ティングや、利害関
係者のニーズ変化を
捉えるためのインタ
ビューを予定する

 全体プログラム（全
体計画）を更新する
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出所：getting-started-with-geitを基に作成、参考訳



活用シミュレーション
施策への抵抗

 承認を受けて、各施策が開始されました。
 順調に進んでいるかに見えた矢先、「役割分担につ
いて、営業部門から強い抵抗を受けている」との相
談をGEIT事務局は受けました。

45

GEIT施策の
実行

？？？

営業部門施策実行部隊
（マーケ、ＩＴ、人事部門混成）

GEIT事務局
（CEO、経営企画、ＩＴ部門混成）

役割分担を抵抗
されています…



活用シミュレーション
抵抗に関するキーパーソンとのコミュ
ニケーション

 GEIT事務局は、簡単なヒアリングを行った後、各支
社の営業部門に向けたワークショップの開催を施策
実行部隊に促しました。

46

GEIT施策の
実行

【対応】
施策の目的を繰り返し説明し、短期的に見
た場合には営業部門の業務が増えるものの、
中長期的には組織的な成功につながること
を伝えた。

各支社向けに何度もワークショップを開催
して積極的に彼らの意見を聞き、評価した
上でその一部を施策に反映することにした。

CRMへの入力項目増
加は業務負荷が高い。
営業が参照可能な情
報項目を増やしたい。

営業部門 GEIT事務局
& 施策実行部隊

ワーク
ショップ



活用シミュレーション
計画の見直し

 営業部門からの意見を評価した結果、顧客情報マネジメント確立計
画の一部が見直されました。

 また、あなた達GEIT事務局は、関連部門とのコミュニケーション不
足によるリスクを再評価し、マネジメント全体方針を見直しました。
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GEIT施策の
実行

GEIT改善全体計画 ver1.1
• 目的と効果
• 全体スコープ
• ロードマップ
• コスト
• 体制
• ステークホルダー

• リスク
• マネジメント全体方針

顧客情報マネジメント確立計画 ver1.1
• 目的
• スコープ
• スケジュール
• コスト
• 役割体制
• 要員、物的資源

• コミュニケーション
• 品質マネジメント
• 調達マネジメント
• リスク

「関連部門とのコミュニケー
ション不足により、業務運営負
荷が増加する」リスクを再評価。
対策として、各施策のコミュニ
ケーションマネジメント状況の
事務局による月次評価を追加

CRM改修スコープ、
コスト、リリース
日を見直し

営業部門とのコミュニケーショ
ン方法（資料回覧からワーク
ショップ開催へ）と頻度を強化



活用シミュレーション
評価と継続的改善

GEITとは何
か？

全体プログラム
の立上げ

GEIT施策の
策定

GEIT施策の
実行

評価と
継続的改善

 GEIT改善による最終
的な効果（組織へア
ピールするもの）の
検討。

 影響を受ける領域・
利害関係者の賛同を
得る。

 背景（悩み・きっか
け）、解決課題や改
善機会をビジネス
ケース上で明確にす
る。

 活用する実践手法ガ
イドを選択する。

 計画フェーズの承認
に向けて企画書を最
終化する

 GEITの現状と望まし
い状態を把握し、
GAP分析と具体的な
施策候補の洗い出し
を行う。

 効果、コスト、リス
ク概算から施策候補
の優先順位を付ける。

 優先度の高い施策を
イネーブラー達成目
標へ展開し、スコー
プ、コスト、スケ
ジュール等を検討し
て計画を最終化する。

 各施策を実行・管理
する

 抵抗に関するキー
パーソンを識別し、
課題を議論し、解決
策を検討・実行する

 状況に応じた計画の
見直しを行う

 GEIT施策の成果を、
評価する。「改善し
た点」「次のステッ
プ」を明確にする

 全体レビューミー
ティングや、利害関
係者のニーズ変化を
捉えるためのインタ
ビューを予定する

 全体プログラム（全
体計画）を更新する
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出所：getting-started-with-geitを基に作成、参考訳



活用シミュレーション
GEIT改善施策の評価

 無事、GEIT改善施策の一つが完了しました。
 改善施策の成果を、プロセス参照ガイドを参考に設定した測定指標に
基づいてSMART※に評価します。

 「何が改善したか？」「何が次のステップか？」を明確にします。
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評価と
継続的改善

*SMART: 具体的（Specific）、測定可能（Measurable）、実行可能（Actionable）、適切（Relevant）、適時（Timely）

測定指標 測定方法 改善した点
マーケティング施策案の成
果測定指標、目標設定値の
合理性に対する承認者の満
足度

経営者向けアン
ケート

承認者であるCMOと
CEOから「大きく改善
した」と評価された。

マーケティング施策の起案
時に使用された情報項目の
割合

CRM、DWHへ
のアクセスログ

を分析

起案時に参照されてい
る情報項目の種類が３
倍以上となった。

マーケティング部門向けの
顧客情報関連のITサービス
に対する同部門の満足度

マーケティング
部門向けアン
ケート

CRM、DWHへの問い合
わせや変更対応の俊敏
性が向上した。

次のステップ
 CRMやDWHの情報

項目を最適化（追加、
更新、廃止）するプ
ロセスの改善

 顧客情報に適切なセ
キュリティが確保さ
れているかの評価プ
ロセスの確立

プロセス参
照ガイド



活用シミュレーション
GEIT全体の継続的改善に向けて

 GEIT改善プログラム全体について、レビューミーティングや、利害
関係者のニーズ変化を捉えるためのインタビューを半年から１年後
に予定します。

 各施策の評価結果およびGEIT全体の再分析結果を踏まえて、 GEIT改
善全体計画の更新や新たな施策を策定します。
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評価と
継続的改善

GEIT改善全体計画 ver2.0
• 目的と効果
• 全体スコープ
• ロードマップ
• コスト
• 体制
• ステークホルダー

• リスク
• マネジメント全体方針

インタ
ビュー

SWOT
分析

レビュー
ミーティ
ング

完了施策から
導出された次
のステップ

顧客情報マネジ
メント高度化
計画 基幹システム

再構築
計画

GEIT再分析 具体施策の評価 全体計画と施策の策定



GEIT改善で
特に考慮すべきポイント

出典: Getting Started With GEITを基に作成

考慮すべきポイント 対応策
IT部門と事業部門のコ
ミュニケーション
ギャップ

• 計画フェーズから全ての利害関係者を巻き込む
• 各問題について、その原因がコミュニケーション
ギャップでないかを必ず検討する

一度に多くの/広範囲
な施策を実行してし
まい、難易度が高く
なる

• 優先順位付けを20 80法則※で行う。クイックwin
を考慮する。

• 今あるGEITを活かす。
• スコープマネジメント方針を予め明確にし、それ
に沿って運営する

GEIT改善に対するコ
ミットメントが確保
し続けられない

• GEIT改善効果とその体験を得やすいように、な
るべく細かい施策に分ける。

• シンプルで、現実的で、実践的な計画を維持する
• 適切なホウレンソウで期待値をマネジメントする
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*20 80法則 : 上位20%の要素が全体の80%を占める



COBIT 5 について

52



COBIT 5 Product Family
53



COBIT 5 資料の入手方法
54

ISACA国際本部のWebサイトからダウンロード可能（一部無償）
http://www.isaca.org/COBIT/Pages/COBIT-5-japanese.aspx



COBIT5 Framework
５つの原則

事業体はステークホル
ダーに向けて価値を生み
出すために存在している

ステークホルダーニーズ
を達成目標へ展開（カス

ケード）する

事業体の情報、ITガバナ
ンス・マネジメントに関
わる組織内外のあらゆる
人・モノ・活動を含む

関連する最新の標準や
フレームワークと整合

ITIL, PMBoK, ISO, …

プロセスだけで
はない、７つの
イネーブラー
（実現要因）

原則、プロセス、組織構造、
文化、情報、インフラ、人材

計画・構築・実行・モニター
（PBRM≒PDCA)する執行部門
と、それらを評価・方向付け・
モニター（EDM）する経営陣
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COBIT5 Framework
達成目標カスケードとマッピング資料

56

ステークホルダーニーズをイネーブラー
へ展開（カスケード）する際の参考資料

1.ステークホ
ルダーのニー
ズを充足



COBIT5 Enabling Processes
IT達成目標とプロセスのマッピング
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1.ステークホ
ルダーのニー
ズを充足



COBIT5 Enabling Information
IT達成目標をサポートする情報項目

58

出典: COBIT5 Framework

1.ステークホ
ルダーのニー
ズを充足



COBIT5 Framework
事業体（組織）全体の包含

59

取締役会（理事会）

最高経営責任者（CEO）

最高財務責任者（CFO）

最高執行責任者（COO）

事業部門の幹部

ビジネスプロセスオーナー

戦略執行委員会

（プロジェクト等の）運営委員会

プロジェクトマネジメントオフィス

バリューマネジメントオフィス

最高リスク管理責任者（CRO）

最高情報セキュリティ責任者（CISO）

アーキテクチャ委員会

 

 

E
n
a
b
lin

g
 P

事業体のリスク管理委員会

人事責任者

コンプライアンス

監査

最高情報責任者（CIO）

アーキテクチャ責任者

開発責任者

IT オペレーション責任者

IT 管理責任者

サービスマネージャー

情報セキュリティマネージャー

事業継続マネージャー

個人情報管理最高責任者

 P
ro

c
e
s
s
e
s

RACIチャート
（役割表）

２.事業体全体
の包含

出所：COBIT5 Enabling Processes



COBIT5 Enabling Processes
ガバナンスとマネジメントの
３７プロセス

60

評価、方向付け、モニター（EDM）

整合、計画
および組織化
（APO）

構築、調達および導入（BAI）

提供、サービス、
およびサポート

（DSS）

モニタリング、
評価およびアセ
スメント
（MEA）

EDM01 ガバナンス
フレームワークの設
定と維持の確保

EDM02 効果提供の
確保

EDM03 リスク最適
化の確保

EDM04 資源最適化
の確保

EDM05 ステークホ
ルダーから見た透明

性の確保

APO01 ITマネ
ジメントフレー
ムワークの管理

APO02 戦略管
理

APO03 エン
タープライズ
アーキテクチャ

管理

APO04 イノ
ベーション管理

APO05 ポート
フォリオ管理

APO06 予算と
コストの管理

APO07 人的資
源の管理

APO10 サプラ
イヤーの管理

APO11 品質管
理

APO12 リスク
管理

APO13 セキュ
リティ管理

APO08 関係管
理

APO09 サービ
スアグリーメン
トの管理

BAI01 プログ
ラムとプロジェ
クトの管理

BAI02 要件定
義の管理

BAI03 ソ
リューションの
特定と構築の管

理

BAI04 可用性
とキャパシティ

の管理

BAI05 組織の
変更実現性の管

理
BAI06 変更管

理
BAI07 変更受
入と移行の管理

BAI10 構成管
理

BAI08 知識管
理

BAI09 資産管
理

DSS01 オペレー
ション管理

DSS02 サービス
要求とインシデ
ントの管理

DSS03 問題管理 DSS04 継続性管
理

DSS05 セキュリ
ティサービスの

管理

DSS06 ビジネス
プロセスコント
ロールの管理

MEA01 成果と整合
性のモニタリング、
評価およびアセスメ

ント

MEA02 内部統制シ
ステムのモニタリン
グ、評価およびアセ

スメント

MEA03 外部要件へ
の準拠性のモニタリ
ング、評価およびア

セスメント

出典: COBIT5 Framework

3.一つに統合
されたフレー
ムワークの適

用



各ガイドのカバー範囲

評価、方向付けおよびモニタリング（EDM）

整合、計画および組織化（APO）

構築、調達および導入（BAI）

提供、サービスおよびサポート（DSS）

モニタリング、
評価および
アセスメント
（MEA）

PRINCE2 / PMBOK

TOGAF

CMMI 

ISO/IEC 38500

ISO/IEC 31000
ISO/IEC 27000

ITIL V3 2011 および
ISO/IEC20000

出所: COBIT 5 Framework
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3.一つに統合
されたフレー
ムワークの適

用



COBIT5 Framework
７つの実現要因

62

出典: COBIT5 Frameworkおとび COBIT5 Information Security

4.包括的アプ
ローチの実現



COBIT5 Enabling Processes
プロセス参照モデル

63

出典: COBIT5 Framework

インプットと
アウトプット

測定指標

RACIチャート
（役割表）

4.包括的アプ
ローチの実現



COBIT 5 Framework

ガバナンスとマネジメントの分離
64

マネジメント
事業体の目標の達成に向けてガバナ
ンス主体が定めた方向性と整合するよ
うにアクティビティを計画、構築、実行
し、評価する。

ガバナンス
ステイクホルダーのニーズや、条件、選択肢を評価
し、優先順位の設定と意思決定によって方向性
を定め、合意した方向性と目標に沿ってパフォーマ
ンスや準拠性をモニターする。
事業体の目標がバランスを取って、合意の上で決
定され、達成されることを確立する。

評価
（E）

計画
（APO）

構築
（BAI）

実行
（DSS）

モニター
（MEA）

ビジネスニーズ

マネジメント
フィードバック方向付け

（D）
モニター
（M）

出所：COBIT5 Framework

5.ガバナンス
とマネジメン
トの分離



Ｑ＆Ａ
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ご清聴ありがとうございました。
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